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実施概要CONTENTS 01

1. イベント名
防災マルシェ2025

2. 目的
市民の自助意識の向上のため、各家庭での備えの推奨を行う

3. 日時
2025年10月19日（日）10:00～16:00
（設営8:15～9:50/市長挨拶9:50～10:00/撤収16:00～17:00）

4. 会場
にぎわい広場ベルステージ
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5. 運営・共催
生駒市 危機管理課
NPO法人 市民活動サークルえん

6. プログラム概要
防災に関する啓発、体験、防災物品の販売等を出展協力事業者を
通じて行い、イベントを楽しんでもらえるように、各ブースを回
ることで完成するクイズラリーを実施

7. 来場者数
350名



広報戦略CONTENTS 02

8. 広報手段
令和7年度生駒市総合防災訓練チラシ

2



生駒市公式ホームページ
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市民活動サークルえんFacebookページ
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防災マルシェ2025inベルステージ

防災マルシェ2025inベルステージ
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広報いこまち

3月号

9月号



出展内容CONTENTS 03

防災グッズの展示、体験会（発電
機付きライト、バッテリー用品）

西尾レントオール株式会社
関西支店

いざという時に役立つ！ユニーク
な防災グッズを展示販売

NPO法人 市民活動サークル
えん

災害時に活躍する非常用トイレ・
携帯トイレの展示販売

オールサム有限会社

災害用伝言ダイヤル「171」の説
明と利用体験

NTT西日本株式会社 奈良支店
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出展事業者：14団体

①

②

③

④

9.



防災グッズの展示・体験（耐震用
パット、突っ張り棒、土嚢、携帯
トイレ）、防災クイズに答えてお
菓子すくい

コーナン商事株式会社

防災ジャパンダプロジェクト『身
の回りのものを使って防災に役立
つモノを作ろう！』（新聞紙を使
った紙食器づくり、ゴミ袋を使っ
たポンチョづくり）

損害保険ジャパン株式会社

レポっとで地域の情報を集めよう
高齢者福祉を軸にした地域社会全体の相
互支援（自治会の自治）を目的としたコ
ミュニティアプリ「ジジティ」の紹介

tsunagu-place
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アマチュア無線のPRと体験交信運
用・非常通信の概要パネル展示等

生駒市アマチュア無線
非常通信協力会（IAE）

⑤

⑥

⑦

⑧



大阪ガスネットワークの防災の取
り組み、マイコンメーターの復帰
操作

大阪ガスネットワーク
株式会社

研究成果の公開、衛星通信システ
ム （ ス カ パ ー JSAT 、
STARLINK）、ソーラーシステム
のデモ展示

奈良先端科学技術大学院大学

ローリングストック食品の展示・
火災共済の案内・ウォーターサー
バーを備蓄水としての提案、試飲

市民生活協同組合ならコープ
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ペット防災についての啓発

あいおいニッセイ同和損害
保険株式会社

⑨

⑩

⑪

⑫



感震ブレーカー操作説明、停電情
報アプリ紹介

関西電力送配電株式会社
奈良本部

自動車を使用した給電方法の説
明・啓発

トヨタユナイテッド奈良
株式会社
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出展ブース配置図

⑬

⑭



クイズラリーCONTENTS 04
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クイズラリー
14団体の出展ブースに地震編、水害編の出題パネルを掲示し、全
て解答して文字を塗りつぶすと「防災」の文字が浮き上がるよう
に設定

10.

解答用紙 解答
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出題パネル



会場風景CONTENTS 05
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11. 総合受付
総合受付でクイズラリーの問題用紙を配付
クイズラリーを制覇した来場者には、まちのコイン「くるり」と
生駒市危機管理課が用意したオリジナル非常食をプレゼント

12. 会場全体風景
たけまるホールで同時開催中の防災講演会（気象予報士・防災士
の正木　明　氏）終了後は、会場にたくさんの人だかりが流れ込
む
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たけまるくんの登場、たけまるくんとジャパンダくんのコラボ出
演の瞬間には、たくさんの子どもたちが殺到して記念撮影

13. 「市民活動サークルえん」ブース詳細
防災出前講座の紹介
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防災グッズの販売

防災ポーチ、フクロウヘッドライト、ミニライト、帽子型ミニライト、
トマトリゾット

売上

人員体制

日中一時支援funAメンバー  2名
いこまの輪ボランティア      3名
サークルえんスタッフ　　   3名
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メディア掲載実績CONTENTS 06

14. 奈良新聞



今後の展望CONTENTS 07
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15. 次回実施に向けて
1.次年度開催予定の防災マルシェ2026は、近畿ろうきんの「働く
　人と子どもの明日(あした)を応援プロジェクト2026」助成を受
　けて実施する
2.親子で学べる内容を提供できる企業・団体として、今回の出展
　協力事業者の損害保険ジャパン株式会社に加えて、アルパック
　株式会社、あそび研究所にも出展協力を依頼して進める
3.Webサイト、ポスター、チラシで広く広報活動を展開する（法
　人HP、奈良ボランティアネット、広報いこまち、各種公共施
　設、近鉄生駒駅、郵便局等を予定）


